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西野宣明は、水戸藩士で、江戸後期から明治にかけて弘道館訓導兼務として、国学並武家故実掛、山稜取調掛など役職を歴任し、図書の

管理や考証・校正・清書などに携わった。倭学の師に小山田与清がおり、天保10年には『訂正常陸国風土記』を刊行、写本では多数の考

証が確認できる。日記の内容は多岐に渡るが、なかでも書物および文藝に関する記述の多さは近世史のみならず書物学にも資するところ

が大きいものと思われる。数々の書名のみならず、鷹書などの諸本校合などの校正、『八洲文藻』を初めとする国史の進献に関わったほ

か、弘化３年に小山田与清の旧蔵書を彰考館文庫が引き受けた際、その献納処理にあたっていた。この日記を書誌書目シリーズの一隅に

配するのもその理由からである。本複刻を通じて江戸時代における図書利用の一端を知らせることができれば望外の喜びである。

［編集・解題・解説］梅田 径 ●揃定価：本体308,000円＋税 ISBN978-4-8433-6216-7 C3300 A5判上製／カバー装

120書誌書目シリーズ

全14巻の構成

※毎度ありがとうございます。お申し込みはぜひ当店へ。
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松㝢日記 ―水戸藩弘道館訓導 西野宣明 書物記― 全14巻
揃定価：本体308,000円＋税
ISBN978-4-8433-6216-7 C3300

22.12/01.4000.RS

松㝢日記―水戸藩弘道館訓導西野宣明書物記― 全14巻

◆第1回配本・全7巻◆ 2022年12月刊行予定
定価：本体154,000円＋税 ISBN978-4-8433-6217-4

１●松㝢日記 １～５（天保12年～天保15年）
定価：本体22,000円＋税 ISBN978-4-8433-6218-1

２●松㝢日記 ６～10（弘化１年～弘化３年）
定価：本体22,000円＋税 ISBN978-4-8433-6219-8

３●松㝢日記 11～15（弘化４年～嘉永２年）
定価：本体22,000円＋税 ISBN978-4-8433-6220-4

４●松㝢日記 16～20（嘉永３年～嘉永５年）
定価：本体22,000円＋税 ISBN978-4-8433-6221-1

５●松㝢日記 21～25（嘉永６年～嘉永７年）
定価：本体22,000円＋税 ISBN978-4-8433-6222-8

６●松㝢日記 26～30（嘉永７年～安政３年）
定価：本体22,000円＋税 ISBN978-4-8433-6223-5

７●松㝢日記 31～35（安政３年～安政４年）
定価：本体22,000円＋税 ISBN978-4-8433-6224-2

◆第2回配本・全7巻◆ 2023年6月刊行予定
定価：本体154,000円＋税 ISBN978-4-8433-6225-9

８●松㝢日記 36～40（安政５年～安政６年）
定価：本体22,000円＋税 ISBN978-4-8433-6226-6

９●松㝢日記 41～45（安政６年～万延１年）
定価：本体22,000円＋税 ISBN978-4-8433-6227-3

10●松㝢日記 46～50（万延１年～文久１年）
定価：本体22,000円＋税 ISBN978-4-8433-6228-0

11●松㝢日記 51～55（文久２年～元治１年）
定価：本体22,000円＋税 ISBN978-4-8433-6229-7

12●松㝢日記 56～60（元治１年～慶応２年）
定価：本体22,000円＋税 ISBN978-4-8433-6230-3

13●松㝢日記 61～64（慶応２年～慶応３年）
定価：本体22,000円＋税 ISBN978-4-8433-6231-0

14●松㝢日記 65～67（慶応３年、万延１年）
定価：本体22,000円＋税 ISBN978-4-8433-6232-7

●主として弘道館訓導として、各種図書の出納管理や各大

名などの問い合わせに対する回答など、現在で言うとこ

ろの図書館の司書の仕事が具体的に伺える貴重な史料。

●小山田与清が弘化3年水戸藩の徳川斉昭に蔵書2万巻を

献納した時の状況が具体的にわかるのは特筆される。

●幕末水戸藩の動静をはじめ、当時の社会情勢や人の動向

などが記録され貴重な幕末維新期の史料の一つといえる。

●最終巻に、掲載書目の索引を付す。
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ゆまに書房 〒101-0047 東京都千代田区内神田2-7-6 TEL .03（5296）0491 FAX.03（5296）0493 https://www.yumani.co.jp/

▲嘉永２年７月29日、30日。「南山雑録」「諸家系纂」「南朝伺候人」「万葉」などが見える。
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